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ハビタット資本主義の登場、シリコンバレー社会を
複雑系とキャリア理論で読み解く
−日本社会脱皮のために：私たちの「居場所」を求めて−
法政大学　教授 　小門　裕幸
　日本は、欧州近代の導入を急いだ。そして近代の精神を置き去りにした。私
たちは漱石の指摘した「見せかけの」近代を生かされている。しかも、その近
代は本家本元の欧州において虚構だとされて久しいのである。維新後150年、
戦後73年、鴎外が指摘した「安普請」の近代という革袋はすでに擦り切れてい
るのではないか。時代の風はそのスピードを増し予断を許さない。次世代のた
めの新しい革袋が用意されないといけない。日本人は自立する個人の理想を希
求した近代という時代のスタート時点に立ち返り、その主人公たる日本人を
しっかりみつめ社会の再構築に挑まないといけないのではなかろうか。
　本稿では先端産業を牽引して繁栄するシリコンバレーを取り上げる。私はこ
の地を1991年のネット革命の黎明期から、かれこれ四分の一世紀の長きに亘り
観察している。この地域は先進国の中でも異質であることはもちろん、米国の
中でも特異な地域になっているのではないかと思う。ここにいる人々のマイン
ドも日本人と比べると対極にあるようにもみえる。さらに踏み込んで、シリコ
ンバレーという社会は近代という時代の先の理想郷を描いているのではないか
とも思う。新しいタイプの資本主義を編み上げているのではないか。本稿で
は、その構造を日本人の目で日本と比較しながら解きほぐしてみたい。それが
とりもなおさず、行き詰まりを感じている日本人に何らかの光明を与えてくれ
るのではないか。新しい生き方や働き方を模索している若い人たちにヒントを
与えてくれるのではないかと考えたからである。シリコンバレーは単なるハイ
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テク産業地域ではない。私はシリコンバレー社会を、市民革命を起こし自由で
民主的な社会を希求した欧米の人々の帰結としての社会としてとらえてみたい
のである。近代という時代を強制されて生きてきた日本人にとって新しい「居
場所」（place）のヒントが隠されているかもしれない。シリコンバレーという
社会を材料に新しいタイプの資本主義を措定してみたいのである。
Ⅰ．シリコンバレー社会と日本人
　１．シリコンバレーという社会
　２．行き詰る日本
　３．時代に踊らされた日本人
Ⅱ．目的と分析方法
Ⅲ．考察（その1）歴史的考察
　１．奇跡の近代をつくりあげた人々
　２．米国着地と埋め込まれたアングロサクソン文化
　３．アメリカ市民という強い人々
　４．そして、彼の地シリコンバレーへ
Ⅳ．考察（その2）文献からの分析
　１．‌『シリコンバレー－なぜ変わり続けるのか－』（“The‌Silicon‌Valley‌Edge”）
　２．『社会変革する地域市民』（“Civic‌Revolutionaries”）
Ⅴ．考察（その3）ハビタット資本主義の措定
Ⅵ．日本社会へのインプリケーション
Ⅶ．おわりに
Ⅷ．最後に
Ⅰ．‌シリコンバレー社会と日本人
　（シリコンバレー社会から日本人という人々を眺めてみる）
１．シリコンバレーという社会
（‌シリコンバレー社会を支える市民性と精神基盤－何が彼らを強くしているの
か－）
　日本の半導体企業に完膚なきまで打ちのめされたシリコンバレーは、1980年
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代後半経済は沈滞し地域社会は疲弊する。時の大統領パパ・ブッシュのお膝元
であるテキサス州オースティンの攻勢にその座を脅かされるが、シリコンバ
レーの人々のNPO活動を契機にして見事にその危機を乗り切った。彼らは自
主自発の近代を生きる活力みなぎる人たちであり、目標に掲げた地域の若返り
をやってのけたのである。この運動は、旧来の行政区を越えて、ハイテク企業
人・地場企業人・大学人・NPO事業者・政治/行政に携わる者たちが一個人・
一市民として参加し、地域プロジェクトを創造し厳選し実行に移したものであ
る。数人から始まったこの運動は拡大。運命共同体意識を醸成し、シリコンバ
レーという広域地域（19市４群の行政府、人口200万人超）を巻き込む大プロ
ジェクトに拡大した。彼らは彼らの行動の歴史を「レッスンズ」「ジョイント
ベンチャーウエイ」「シリコンバレーウエイ」「シリコンバレー2010」などと明
文化し継承している。それらは、地域の人々の行動指針であり、地域戦略であ
り、地域の経営的手法であり、地域倫理である。その運動の高揚感は欧米社会
のいう公共宗教を想起させるものであった。
　また彼らの運営手法は彼の地の高名なるベンチャー企業育成システムに酷似
する。プロジェクトを公募し、審査委員会でその事業性を審議・選別し、しか
るべき人材・資金の補助を与え、稼働させ、定期チェックにより事業の継続が
決断される。事業性とそのミッション性が事業資金の獲得と人材のエネルギー
と直結し、みんなが自由な発想の中で参加しその道のプロが意思決定を行な
う。そのガバナンスは意思決定を行う理事会と執行を担当する執行部隊とが区
分され、役割分担や責任の所在（委任・委託関係）が明確で説明責任が果たさ
れる。それはアングロサクソンの代議制民主主義そのものである。
（‌瀕死のアメリカ経済を救ったシリコンバレーの人々の行動力）
　1980年代後半、財政収支と経常収支の双子の赤字を抱え死に体にみえたアメ
リカ経済は世界経済の覇者に返り咲いた。それは、シリコンバレーの人々によ
るところが大きい。全米産業競争力委員会の会長でありHPの会長であった
ジョン・ヤングの指導の下、民主党に宗旨替えしクリントン（大統領）・ゴア
（副大統領）政権を誕生させる。そして彼らに情報化政策や戦略を伝授した成
果であるともいえる。ヤングが率いた非営利法人スマートバレーインク（1993
年設立、インターネット社会のテストベッドとなることを目的に様々なネット
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関連プロジェクトを立ち上げた）が、情報スーパーハイウエイ（NII）を提唱
し、副大統領ゴアを説得する。次世代の競争力インフラとなるNIIは瞬く間に
全米に敷設されることになった。そして同NPOが主導しシリコンバレーの
人々が仕掛けたスマート化の社会実験及びビジネスモデルの提示が、新しい産
業の勃興に火をつけた。さらには、全米にシリコン化現象（シリコンバレーの
ような産業地域の模倣）が起こり、シリコンバレーという地域産業モデルが全
米に伝播したのである。シリコンバレーは紛れもなく米国再生の原動力となっ
たのである。
　21世紀にはいってもシリコンバレーは、以前にも増して注目を浴びアメリカ
ンドリームを信奉するエネルギッシュな人々が全米から世界から結集すること
となる。彼らは、自由でオープンでカジュアルな文化を謳歌しダイナミックな
欧米文明の理想郷を闊歩している。そして、シリコンバレーは加速化するICT
革命の大波にいくつもの渦を巻きこし、その求心力と遠心力を強め世界での存
在感を増している。
（‌リバタリアンとコミュニタリアンが同居する人々と彼らの生き方－強い個と
秩序ある市民社会－）
　よくよく観察してみると、そこは、自分の人生を自分でつくりあげようとす
る自立する強い個により構成される社会であり、数多くのNPOを生み出す基
盤を持つ秩序ある社会なのである。19世紀米国を旅したフランスの政治思想家
アレクシ・ド・トクビルが驚愕した市民社会である。しかも、自由を中核とす
る寛容な利己主義が貫徹され、競争と協力が同居する不思議なところだ。人一
倍自由な生き方をしているという意味ではリバタリアンであると同時に様々な
人とのつながりを希求するコミュニタリアンである。互州的な贈与的交換（人
間関係）と市場的交換（ビジネス関係）を使い分ける人々である。個人主義で
ありながら極めてコミュニティ性の高い社会を生み出している。それゆえか蜘
蛛の巣のような信頼のネットワークが形成され、ビジネスの世界でありなが
ら、企業情報の透過性も極めて高い状況をつくりだし、それが地域の力になっ
ている。
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２．行き詰る日本（虚心坦懐に維新以後の歴史を見つめなおさないといけない）
　行き詰る日本とは、経済学者森嶋通夫の言葉である。彼は日本社会の後進性
を「上からの資本主義」と断じた。人々は上からの儒教思想で由らしむべし知
らしむべからずという従順でおとなしい人格を強いられた。「上からの資本主
義」とはお上が決め、それに疑問をさしはさむことはなく素直に律儀の従う市
民性のない資本主義のことを言う。森嶋は日本にはこれまでに変革のチャンス
が二度あったというが今回はどうなるのか。
（‌国としては繕ったが（キャッチアップ）、日本人としては大きな間違いをまだ
続けている）
　とにもかくにも明治期、日本は急ごしらえの「みせかけの近代」の創成を急
いだ。列強に張り合うも力の差は如何ともしがたく、大戦という悲劇に帰結し
た。戦後は、勤勉で素直で職人肌の日本人の能力が開花し、ものづくり大国と
して欧米に追いつき、そして見事に追い越した。製造業は多大なる成果をあげ
80年代世界に君臨した。しかし、それはあだ花ではなかったか。大きな寄り道
をしただけだったのではないか。現代日本には基幹的な大きな問題が横たわっ
ている。
　明治維新とは、中央集権化の断行であり、有司専制的社会主義的経済システ
ムの駆動であり、人々を律儀で素直な兵（臣民）にしたてる軍事国家の形成と
も解釈できる。「くに」は挙句、天皇を頂点とする共同体宗教を強制し個の魂
まで支配する構造をつくりあげた。
　戦後は、アメリカの影響下、軍事国家は解体され民主主義国家に変貌する
も、人々の働く場は終身雇用という美名を纏う閉鎖的な会社共同体に変化した
だけであった。個人主義は置き去りにされる。個は狭い社会に閉じ込められ他
者を強く意識せざるを得ず、集団優位・協調優先の倫理が形成され、やさしく
庇いあう人間関係を是とする、安心安定志向の強い社会を生み出すことになっ
た。人々は、このような状況を打破して自由に最大の価値を置く近代人となる
にはおとなしく、状況依存的で、人生という大きな絵を描くにはその場しのぎ
の刹那的な生き方を余儀なくされていたのではと思う。そうしてこのような他
利的な意識がややもすればよそ者や外国人に対しては排他的になり、また若い
人に個の主張や個性の露出などを敬遠し考えることまで放棄してしまうような
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状況に追いやっている。
　他者を過度に意識する社会は活力に乏しく、経済的にも稼ぐ力や生産効率が
低下し、国際競争力も著しく衰えてきている（IMD26位）。社会の実態は無難
な人材像を求めがちで世界のそれとは真逆のものとなっているように思える。
（‌日本人は個人主義をきちんと理解しているのかー私たちは憲法で利己主義か
ら訣別したはずだがー）
　戦後導入された米国式個人主義は、憲法24条に明記されている。つまり、人
が人であることだけを理由に認められるべき権利を第一義とし個の自由を尊重
し、個人が自己にとっての「善き生」を自律的に選択し実践していく主体とし
て位置づけられている。これは日本人が歩んだ忌まわしい全体主義を否定し、
自己の利益のために他人を利用してはばからない利己主義とは異なり、集団を
個人の福祉を実現するための手段とする個人主義思想が徹底されている。（高
橋和pp.78-82）
　しかしながら、日本人は個人主義を勝手気ままであることと誤解し、個は会
社人間としておとなしく過ごすことになった。個は、総じて委縮し、自主的に
手を伸ばし外のコミュニティの人々とネットワークを組むほどの行動力はな
く、組織から離れたときの個は孤独な点として寂しく社会に漂う存在となって
いるのではないか。近代の個が想定した個人と個人が自主的に手を伸ばしあっ
てつながる社会ではなく、誰かの救いを待つパターナリズムの罠にはまり権力
者の支配下に置かれているのである。
（AI時代、従順な今の日本人で大丈夫か）
　大企業で昨今進行するM&Aやベンチャーとの連携は主体性を欠き、他力本
願でしか未来を描けなくなった日本人の内実を暴露しているようにも見える。
日本の産業界の上層部は外国人に占拠されてしまうのではないか。倭寇で利益
をあげたのは中国人の密貿易者が主だったとの説もあるが、その二の舞になり
かねない。草食的で弱く幼い個は、異文化に鈍感で英語は喋れず、上昇志向に
欠けている。このような人々は組織では奴隷的な地位に甘んじざるを得ない。
ICTの進化は日本人が真っ先に機械の餌食、機械の奴隷となるのではないかと
危惧される。日本人には、置き去りにしてきた欧米の近代の精神を注入するこ
とが急がれる。DNAを入れ替えることは無理にしても、アジア人がアングロ
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社会を巧みに泳いでいるように、日本人も適応力を発揮しないといけないので
あろう。その意味では部分的なアングロ化も必要なのだと思う。A（アングロ）
J（日本人）キャラを使い分ける演技力を身に着けないと、世界のビジネス社
会からは見放される。（小門2017b「イノベーションを起こすための自己文化
変容プログラムの提示」）
　日本はICTが加速化する社会ではハンディを負っていることを肝に銘じてお
かないといけない。それは、一に変化に漸次対応して変化する英米法に比し、
重厚で頑健な大陸法を基本とする国家であること。しかも、戦後七十余年を経
て、岩盤と揶揄されるごとく、優秀で勤勉な官僚により微に入り細を穿つ法整
備が進められたことである。二つ目は、日本人の体に染みついた職人意識とお
もてなし精神であり、御しがたいものづくりの成功体験と庇いあう過度の平等
主義である。三つ目は世界に冠たる清潔な安心安定社会を完成させていること
である。この微温湯からの脱却は容易ではない。近代を理解しない人々が次の
時代に立ち向うにはこの社会の壁は巨大すぎるということである。
　私たちは、これらに怯まず人間個人に立ち返って、胸に手を当て、欧米が希
求し実現した自由を基軸とした尊崇すべき個が主役の溌刺たる社会を構築しな
いといけないのである。
３．‌時代に踊らされた日本人
（日本人、そして日本人としての資本主義を見つめ直そう）
　日本の近代とは不可思議な時代である。欧米人が虚構と称しているフレーム
ワークの上を日本人は、本音と建前を使い分けとにもかくにもハツカネズミの
ようにあくせく働いた。しかし、今未来は描けなくなっている。日本人は凋落
するに身を任せるのか。森嶋が言うように覚悟して変革に取り組むのかをとく
と考える必要がある。
（我々が理解した欧米近代と日本）
　本稿は、近代、そして資本主義といった抽象的な概念に切り込む。ここで
は、近代とは政治学者篠原一の定義、「他の社会に浸透してそれらを変貌させ
るに十分影響力をもった16世紀以降西欧で発達した社会」（篠原p２）とし、
その近代は、個人が自由に最大の価値を置いて人生を設計できる世界で、社会
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は宗教ではなく科学（合理性）を中核に据えて、個人主義−産業−国家−市場
交換を主たる要素として機能している時代だとする（図１、図２参照）。
　それをまねたはずの日本は、この図に当てはめてみると、アニミズムや習慣
伝統が中心にあり、産業は集団主義的な工業化という特異な形態にあり、経済
は資本主義ではあるがおおむね贈与的関係性で支配されており、個人は義理や
人情に流されやすく政治性の強い社会をつくっている。そして国家秩序は、国
家だけでなく株式会社など様々な中間団体も個人を統制する側に立ち、水も漏
らさぬ有司専制社会主義を完成させている。
　
図１　近代という時代　　　　　　　図２　伝統社会　中世
（日本人としての資本主義とは）
　また、本稿で考える資本主義とは、私的所有権、市場原理、競争主義のよう
な経済システムのことを考えているのではなく、社会としての資本主義、ドイ
ツの経済学者ウイルヘルム・レプケがいう「経済的なシステムの問題ではなく
事実上の結果としての発展形態あるいは歴史的なユニークな配合体であるも
の」としたい（レプケp19）。従って、資本主義は、人々が生活をする一種の
文化的な地理的空間でありニューアーバニズムのいうリージョンという広域地
域社会についても適応することとしたい。あくまでも人間が人間らしく生きて
いける社会空間として資本主義を考えたいのである。
　ますます複雑化する現代、中央政府が発する種々の政策で全国津々浦々一律
に操作できるものではない。地域は地域として独自の動きをする。そこでは
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様々な人々が様々な事柄を抱え複雑に絡み合い蠢きあい新陳代謝を繰り返して
いる。その意味で、地域社会は1990年代ブームとなった複雑系という考え方の
「系」として捉えた方がわかりやすいのではないかと考えている。
（日本社会の脱皮のためのヒントは見つけられるか）
　日本の経済システムは、経済学の教科書的には市場経済と命令経済の混合経
済と説明されることが多いが、実態は、本質はといった方がよいかもしれない
が、上からの統制が効いた保守的な同質社会的、会社共同体的、かつ社会主義
的な経済であるというべきであろう。下からではなく「上からの資本主義」を
励行している。
　本稿では、この「上からの資本主義」社会とシリコンバレー社会とを対峙さ
せたい。シリコンバレー社会を西欧近代の到達地、ひとつの資本主義社会のモ
デルととらえ、その贈与的交換と市場的交換という構図や、それを支えるゲー
ムのルール、そして、その底を流れる精神基盤としての倫理や宗教的なものな
どから、ヒントをもらおうというものである。また、人間らしく生きる空間を
考えるために社会の構成員である人間の営為についても、見田宗介の交響圏と
ルール圏という図式を利用して焦点を当てて考えてみたい。人間は、人間が自
然体でいられる交響圏と他者との関係性でルールに縛られるルール圏の間を行
き来し生活するものであり、そして、人間は、その空間の中で贈与的交換と市
場的交換という行為を行っているとするのである。
Ⅱ．目的と分析手法
　本稿の目的は、欧米近代の帰結物とも解釈でき、新しい資本主義とでもいう
べき理想郷的な地域であるシリコンバレー社会をとりあげ、新しいタイプの社
会として措定することにある。そして、このような市民性（civic）の高い社
会（society）こそが革新やイノベーションの源泉であり、その中で人間的行
為である贈与的交換と経済的行為としての市場的交換という形で複雑に情報が
絡み合い攪拌される中でアイデアが発火し、贈与的交換と市場的交換の交差す
るところで革新やイノベーションに止揚されるのではないかという仮説を提示
したいのである。
　手法としては、近代科学の要素還元的な手法ではなく、地域全体をホリス
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ティックにとらえている複雑系と呼ばれるものの見方で考えてみたい。
　私は、サンタフェ研究所のスチュアート・カウフマンの著作『自己組織化と
進化の論理』に痛く感じるところがあった。複雑系という「系」は夥しい数の
要素（ここでは因子と呼ぶ）からなり、因子それぞれが自由活発に動き回り離
合集散を繰り返す中で、「系」全体には自生的な秩序が形成され、それは膨大
な広がりを見せるというのである。しかも、動態的であるがゆえに起こる均衡
点は、さながら激流が生み出す渦の如くであるという。「系」の局所で発生す
る因子の相互作用が全体の質に影響を及ぼし、部分の和が全体を越えるという
プラスサム現象を起こし、しかも局所での動きが想定外のところに増幅されて
影響を及ぼすのである。この「系」を成り立たせる源泉は生物としての因子の
交換という営為であり、その仕組みは自己組織化と自然淘汰の両者を包含する
ものであるという。そしてこの「系」は秩序だった複雑化の中で日夜創発の火
花を散らしているという説明であった。
　ここでいう複雑系とは概念整理をすると主として五つの特徴があげられる。
開放性（体系が開かれておりヒト・モノ・カネ・情報の出入りが自由で）、非
線形性（体系を構成する因子がそのまま「系」全体を形成する単純なものでは
なく、相互に影響しあって動く）、適応性（それぞれの因子がエネルギをもっ
て動き回る存在で変動適応力がある）、因子のエネルギー値の高さ、五つ目は
自己組織性（因子が自立的に組織化を行う）である。因子が部分を作り、部分
が多重の層構造を形成し、「系」全体が作られる。しかも時間の経過とともに、
層構造が変化する。そして、その「系」はその構成要素である因子や情報が絶
え間なく動き回る動態的なシステムであると想定している。
（分析方法及び先行研究など）
　本稿では文献研究を中核に据えることになるが、基本的には約４年の長きに
わたり現地米国西海岸の米国人コミュニティに日本人ではなくコミュニティの
一員としてどっぷりつかり、その後もフォロワーとして定点観測的に同地を見
続けてきた、参与観察者としての私がいる。シリコンバレー社会の文化を、日
本人としてその相違性を強く意識しながらも、シリコンバレー社会が体に染み
ついてしまった私という研究者を素地にしている。
　私はシリコンバレー再生のためのNPO活動（JV: SVN）に偶然にも関与する
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ことになった。そしてJV: SVNの影の仕掛け人の一人であり、同時にそのプロ
ジェクトのひとつであるスマートバレーインク（SVI）の副会長となった、ス
タンフォード大学元副学長ウイリアム・ミラー名誉教授、及びSVIの事務を統
括し理事を務めていたヒューレットパッカード社元社長室のセス・フェアリ氏
と遭遇したことが大きかった。両氏からシリコンバレー社会の多くを学ぶこと
になったのである。そして様々な情報を得、多くの人々へのヒアリングが実現
できた。とりわけ、セス・フェアリー氏には本論文についても議論させていた
だくことになった。ここに感謝の意を表明したい。また、ミラー氏におかれて
は去る９月27日にご逝去された。深く哀悼の意を表しご冥福をお祈りしたい。
　文献については、上述ミラー名誉教授編纂のSilicon Valley Edge『なぜシリ
コンバレーは変わり続けるか』を基本に据える。彼はスタンフォード大学のか
なめ的存在で副学長を務め同大学のコンサル部門SRIを設立し、既述の1990年
代のシリコンバレー再生劇では絶妙の人事で地域の有力人材を動かした傑物で
ある。米国中西部アイオワ州の農家の出身で、シリコンバレーへの移住者とし
てシリコンバレー的キャリアを積んだ典型的な人といってもよい。この書に
は、当地を熟知するミラー氏の哲学・理念が貫かれており、シリコンバレー社
会研究の集大成というべき文献であるといえる。
　加えて、Civic Revolutionaries『社会変革する地域市民』を精査する。この
本は、SRI出身のコンサル３名、ダグラス・ヘントン及び J.メルビル、K.ウオ
ルシュの手によるものである。彼らはシリコンバレー再生のNPO、JV: SVNの
裏方としてSRI時代の元上司であったミラー教授の指導のもと尽力した人々で
この物語の全容を深く知る立場にあり、その後の全米でのコンサル経験を踏ま
え本書を書き上げた。
　また、シリコンバレー社会理解のための必須文献であるRegional Advantage
『現代の二都物語』、及び上記コンサル三氏によるGrass Roots Leaders『市民
企業家』も適宜参照する。
　さらに、シリコンバレー社会の最近の状況をカバーするために、小生の著作
及び論文を念頭に置きながら分析を進めている。『アントレプレナーシップと
シティズンシップ』の「補論」及び論文、「ベンチャー新時代−雇われない働
き方を考える−」、「急成長するサンフランシスコ−シリコンバレーを抜く勢い
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−」、「インターネット革命黎明期のシリコンバレーにおける地域イノベーショ
ンの考察」「起業的企業を成功させるための企業統治の仕組み」などである。
Ⅲ．‌考察（その１）アングロサクソン文化の到達地としてのシリコンバレー社
会（歴史的考察）
　シリコンバレー社会は欧州文化の所産でありながら、特殊で特異なものに見
える。彼らの歴史を確認したい。欧米近代の理想をもとめた人々に焦点をあて
て、どのような人々が、どのようにして新世界米国に飛躍し、その後どのよう
にして彼の地に辿り着いたのか。そしてどのような文化に仕立てあげたのかを
確認する。
１．‌奇跡の近代をつくりあげた人々
（新しいメディアの出現が中世という時代からの脱皮を可能にした）
　新しいメディアの登場が時代を動かす。ヨハネス・グーテンブルグの活版印
刷の発明である。1455年聖書の活版印刷が開始され普及。1517年のマルティン・
ルターによるヴィッテンブルク教会宛の免罪符批判の掲示をもって宗教改革の
火ぶたが切って降ろされる。影響を受けたカルヴァンはジュネーブ（ジュネー
ブ大学でプロテスタントの研究・宣教師養成・布教活動を実践）で立ち上が
り、その流れはフランスではユグノー、オランダではゴイセン、そしてイギリ
スではピューリタンとして一派を成し、プロテスタントは欧州各国で一つの政
治勢力を持つようになっていく。歴史の歯車は、マックス・ヴェーバが『プロ
テスタントの倫理と資本主義の精神』で詳述した如く、彼らの精神性を原動力
として資本主義の一つの形が推進されていくことになる。
　イギリスのピューリタンの一派が1620年メイフラワー号に乗船し、米国ボス
トン近郊のプリマスに上陸するのである。
（啓蒙主義という思想）
　同時期、西欧社会では、人間の在り方、そして政治的意思決定のありような
ど、新しい社会創造に向けての模索が開始されていた。17世紀の後半、イギリ
ス人、トマス・ホッブスやジョン・ロックなどが現れ社会契約思想の先鞭をつ
ける。それは、瞬く間に市民の人間としての権利として広く認識され、時代は
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1689年イギリス名誉革命、続いて1789年のフランス革命と変遷していくのであ
る。
（奇跡と呼ばれる近代の枠組み：その特徴）
　宗教から解放された人々は合理主義。言い換えれば科学的な考え方を中核に
据える。彼らは近代という時代の強い個となり旧い時代からの脱皮を断行する
ことになる。人々は従属関係に別れを告げ個人主義という生き方に変わる。贈
与が主体であった世界から市場交換という新しい世界に踏み出す。契約社会と
いうことでもある。彼らの「居場所」（place）は、地域共同体から国家という
大きな器の中に移されることになった（図１、図２参照）。
２．米国着地と埋め込まれたアングロサクソン文化
（決死のメイフラワー号と人類初めての社会契約への途）
　ピューリタンの分離派が1620年メイフラワー号に乗船しプリマス（マサ
チ ュ ー セ ッ ツ 州 ）、 ボ ス ト ン（ 近 郊 の 町 ） に 上 陸。 メ イ フ ラ ワ ー 協 約
（Mayflower Compact 1620年）を結ぶ。世界で初めての社会契約である。開拓
の地に同じ目的を持った個人が互いに尊重し善き秩序ある共同体を形成・維持
することが目的だ。その社会契約は法治主義により実践され、共通善を強く意
識した理想社会建設という精神に裏付けられている。そして、政治的な市民団
体をつくり、実行するための公職（officer）を設け、それらに対し彼らに権限
を与え服従と従順を約束している。
（アングロ文化はどのように全米の普及していったのか）
　メイフラワー協約はたかだか41名の署名による協約であるが、重大な意味を
持つことになる。少なくとも1691年ボストンと合体するまでプリマスの基本法
となり、また、清教徒の教会が植民地の公認教会（清教徒）として植民地に広
がり、ピューリタン的市民社会の考え方が当たり前のこととして人口に膾炙し
ていったのである。宗教の国教化についてはジェファーソンやマディソンなど
知識人を中心に一線を画する人たちも多く、憲法制定後の1791年憲法修正条項
第一条として公認教会は廃止され、宗教は自由化（競争化）される。アメリカ
は宗教（市場）も民間団体の自由競争（深井p171、172）に委ねられ、多くの
宗派がしのぎを削る。しかし、彼らは建国者たちの理念や使命を語るときに神
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が持ち出されることにためらいはなく、むしろそれが米国の人々の精神基盤と
して、言い方を変えれば市民宗教・公共宗教として存在していくことになる。
社会学者ロバート・ベラーが言うように「建国の父たち、とりわけ最初の二、
三人の大統領の言葉や行動が、それ以降に維持されている市民宗教の形式と語
調を形作った」のである（藤本p94）。要すれば、プロテスタンティズムの影
響を大きく受けた移民の国アメリカ社会は、このような宗教を結果的に創造
し、支持政党を越えて人々をつなぎ合わせる構造をつくったのである。良い意
味でのナショナリズムといってよい。社会学者ロバート・ベラーは「公共宗教
の大祭司が大統領である」と明言している（藤本p195）。建国の精神やチャレ
ンジ精神が埋め込まれ、社会は自分たちでつくるものだという自負がそこには
ある。
３．アメリカ市民という強い人々
　米国に着地し欧米社会のしがらみから解放された人々の特性を、日本人を意
識しながら整理しておきたい。旧弊を打ち破って新しい宗教に救いを求め大西
洋を越えた、冒険心溢れるプロテスタントとよばれる人々についてである。
（個人主義と行動力）
　第一に個の自立の問題である。近代は従属から個人主義への脱皮の時代であ
ると既に述べた。近代の個は自立する強い個を形成している。
　イギリス生活の長い経済学者森嶋通夫は既述の通り日本の儒教は倫理化し日
本人をして禁欲的な行為で縛ったが、イギリスのような市民社会を構築するた
めの個人主義は育たなかった。強い個の不在は日本の社会構造に潜在する重大
な問題だと警鐘を鳴らしていた。森嶋は、日本の儒教は倫理となり、国に対す
る忠、親に対する孝、友人に対する信、長に対する敬を強調。年功終身雇用制
度が何の疑念を差しはさむことなく受け入れられ、国家資本主義が目覚ましい
発展をとげるが、この儒教が人間関係の相対関係を問題にし、個人の行為を神
という絶対的な尺度で評価することをしないために、日本の個人主義は窒息さ
せられていたとし、このままではイギリスのような「下からの資本主義」は実
現しないと断じたのである。ドーアの日本礼賛論を痛烈に批判した（森嶋
p186 1978）。
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　さらに、中村雄二郎は西田幾多郎とユングを研究する中で、図３にあるとお
り、日本人は自我のない人々だとし、次いで、心理学者アブラハム・マズロー
の欲求段階説では、欧米人は最終段階である自己実現のステージにある。しか
し日本人は２段階までは充足されているが、なお３、４段階目（所属・承認欲
求）を希求するに留まるといわれる（図４）。また、経済学者リチャード・ラ
ングロワはICT革命の中で市場システムの質が向上する中で個人/スモール・
プレーヤが大企業に比べて優位に立ったとした（図５）。近代を生き抜き近代
を越えた彼らは自我を持ち自己主張を行い自己実現を目指し、個人の時代を謳
歌する人々であることをここで肝に銘じておくべきだ。
　彼らは強い個を演じ続けるが故に、プライバシーの確保には極めて神経質で
あり、自分の空間や自分を許す人（パートナー）との安らぎを大切にする。
図３　西田幾太郎・河合隼雄・ユングの欧米人と日本人の捉え方
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出所：http://ja.wikipedia.org/wiki/を基本に筆者作成
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共通善（著者が挿入） ★
図４　マズローの５段階図
図５　見えざる手、見える手、そして消えゆく手
40　法政大学キャリアデザイン学部紀要第15号
　第二は、彼らの行動力である。プロテスタントの行動的禁欲（Aktive　
Askese：アクティブアシュケーゼ）と呼ばれる精神基盤（エトス）の問題だ。
彼らは目標のためには全身全霊で打ち込み集中力を注ぎ込むことの重要性を本
能的に身に着け、行動しないことは悪であり、行動することが救いとなる。そ
れが習性となっている。ベンジャミン・フランクリンの自伝に示されていると
おり、行動は勤勉（industry）・質素（frugality）・投資（investment）・正直
（honesty）・堅実（prudence）・周到（circumspection）などの美徳の励行と一
体化し習慣化されている。労働それ自体が救済という考えはキャリア論的にも
コーリング（calling：天職）思想につながっている。
（1707年）
　彼らアングロサクソンの行動力、とりわけビジネスにおけるアグレッシブさ
についてはもう一点、1707年の大事件と言うのを理解しておいた方が良い。
1707年はイギリスとスコットランドが合併（同君連合、グレートブリテンの成
立）した年である。人口学者、エマニエル・トッドによると、この年は商売に
さとい絶対核家族形態をとる人々であるイングリッシュと知識の蓄積・継承を
行う直系家族形態をとるスコットランドの人たちが一体となった年だとされて
いる。経済学のアダムスミス、哲学のヒュームなど名だたる知識人やコナン・
ドイル、スティーブンソン、カーライルなどの文学者、そして蒸気機関の
ジェームス・ワット、電話のグラハム・ベル、ペニシリンのフレミング、タイ
ヤのダンロップなど、彼らはすべからくスコットランド出身である。彼らの発
明が、コーヒーハウス文化を作り上げたコーディネーションとマネタイズの得
意なイギリス人と接触交流する。そして大化けするのである。イギリスが大産
業革命を先導していったのは想像に難くない。マーチャントバンクを生み出
し、それが米国で投資銀行として継承される。歴代、錬金術のような様々なビ
ジネスモデルを創造していった人々である。アングロサクソンと言う人々は欧
州の中でも極めて特異な人々といってよい。だからこそ七つの海を制覇したの
であろう。彼らの文化を継承している人々が、アジア人を含め今シリコンバ
レーでまた新しい世界を拓いているのである。
（最後の審判とアカウンタビリティという習性）
　さらにもう一点、経営的な用語ともなっている説明責任（アカウンタビリ
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ティ）という概念である。天国に行くか地獄に行くかは最後の審判の時に決ま
る。神からの委託（スチュワードシップ）をうけて生きた命、最後の審判で人
生の言い訳をする。それが説明（アカウント：言い訳）であり、彼らはそもそ
も説明責任を負っている。彼らは言い訳の準備を怠らない人々なのである（深
井p185）。神からの委託（負託）をよく知っているがゆえに、委託・受託・分
業という営為に違和感はない。したがって法的に他者に委ねる行為について日
本人のような曖昧さは残さない。みんなで決めてみんなでやらないといけない
という義務感はもっていない。また、いったん委任したことを途中で介入して
くるようなことはない。このような背景の中でガバナンスという仕組みが定着
しているのである。組織は、政府、会社、NPOなど、金太郎あめのように同
じ形である。このような背景の中で、分離・切断・分業的発想が業務の明確
化、マニュアル化、システム化といった一連の形式知化する仕事のやりかたに
発展したのではないかと推察される。
（共通善指向）
　彼らにはコーリングにみられるように神の下での自分の使命感（社会での役
割分担感）が強く、個の生き方が、組織の生き方、ひいては地域社会の方向性
（理念）と合致させようとする自然の力（ベクトル）が働いている。
４．そして、彼の地シリコンバレーへ
　米国西海岸には移住者が多い。流れ者だと揶揄する向きもあるが、個々人は
寛容でイノベイティブで何よりもオープンな人々だ。清教徒がアメリカに到着
して約４百年、独立戦争からも240年を超えた。東海岸は成熟した。保守化し
閉塞感漂う旧社会（エスタブリッシュメント）と化していた。1980年代米国の
電機産業を牽引していたボストンの企業が大組織化、ピラミッド型の官僚タテ
組織となり、自前主義が横行し、情報流通が滞る。アメリカはモビリティの高
い社会だ。自由を求め、新しい人生を賭けたい人たちは西に向かう。とりわけ
この時期、ソフト産業分野で頭角を現しつつあったシリコンバレーに人が流れ
た。
　シリコンバレーの歴史に照準を当てると、1950年代半ばにノーベル賞受賞者
であるウィリアム・ショックレーが東海岸から帰郷、東海岸の大企業から有能
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な人材をリクルートし、半導体ラッシュを演出した。そして、ボストンに発し
たミニコン産業が衰退しネット産業が萌芽する1990年代に人々の西への移住が
起こった。21世紀に入ると、クリエイティブクラスのフライトが始まる。スマ
ホ革命により普通のデザイナーにも起業のチャンスが広がり、シリコンバレー
に近接するリベラルな都市空間、サンフランシスコも対象に加えられ、若者の
人気を呼び、シリコンバレーは外延的に北に拡大していったのである。
（新しいキャリア理論の展開）
　アメリカでは90年代に入り従来のようにはキャリア理論が当てはまらなく
なった（ⅸシャイン）。シリコンバレーでも先駆的なキャリアタイプが登場す
る。現代の二都物語を著したアナリ・サクセニアンが至極当然のこととしてバ
ウンダリーレスキャリア論を書く。JV: SVNの基本理念であったレディネス思
想がスタンフォード大学のクランボルツの計画的偶発性理論と符合する。彼の
五つの心の属性はシリコンバレーの人々の前向きな企業家マインドそのもので
ある。キャリアハンドブックで情報化時代のキャリアと認識されたインテリ
ジェントキャリアはシリコンバレーで働く人の考え方そのものだ。自立してい
て人々との関係性を深め大切にし、時代の要請する専門性を身に着けることを
旨とする考え方である。加えて小生が論文で指摘した勇気をもって組織のドア
を開けるという回転ドアキャリアや、地域への想い入れの強い人々の創るギビ
ングバックキャリアが実践されている。
　そうしてもう一つ、働き方という意味でもシリコンバレーやサンフランシス
コは革新を生み出している。2000年に入り、ソフト技術者がコミュニティ意識
をもって自由で楽しく仕事をする重要性に気が付き、コワーキングという働き
方を発明し実践し始めた（小門2017a）。そして、そのためのスペースをコワー
キングスペイスと命名した。この考えは瞬く間に全米全世界に普及し、ウィ
ワーク（wework）という会社もニューヨークに設立され、数年にして時価総
額が2.3兆円を越える大企業に成長している。働き方は彼の地では新たなス
テージに入っている。米国の人事制度の基本はそもそもアットウィル（at-
will*）。彼らは昔から「雇われない」という意識で仕事を励行しているにすぎ
ない。自分の人生は自分の手の中にあるのである。
*期間の定のない雇用契約では雇用側、被雇用側のどちらからでも・いつでも・いかな
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る理由でも・理由がなくても自由に解約できるという原則
Ⅳ．考察（その２）文献からの分析
　シリコンバレー社会は地域社会として複雑系的な特徴が随所に見られること
を文献からも証明したい。
１．‌『シリコンバレー－なぜ変わり続けるのか－』（The‌Silicon‌Valley‌Edge）
　19章にわたる大作である。執筆者は25名、スタンフォード大学及びカリフォ
ルニア大学バークレー校の教授を中心にシリコンバレーで活躍の起業家、ベン
チャーキャピタル、銀行、コンサル、弁護士、会計士など多士済々である。シ
リコンバレー経済のみならずシリコンバレーの社会の風景を様々な視点から描
写している。複雑系的だと見られるものが随所に表現されているので以下に示
したい。
・ シリコンバレーの強みは、…の環境…「生息地」から生まれ…この生息地は次々に生
まれる新しい企業や技術と共に、時間をかけて内生的に発展を遂げてきた。（pp.3-4）
・ この生息地は、会社を生み出すことに特化している（p4）…この地域で誕生した会
社…企業、特にスタートアップ企業による技術の開発と商品化の物語である。（p5）
・ 生息地は、ハイテクベンチャー企業が生き残り、成功するのに必要なすべての資源
が、長い時間をかけて有機的に成長してきた…。（p5）
・ 生息地は、人々、企業そして制度と、それらの、ネットワークとさまざまな相互作用
から成り立っている。そして、自然の生息地のように、複雑で、流動的な、相互依存
関係が特徴である。（p5）
・ 共有化された知識やサポート…ネットワーク文化が…重要だ。無料の助言という習慣
は…深く染みついている。最も優れた助言は、ネットワークの外からは得られない。
アイデアの自由な交換、相互援助、そしてネットワーク…文化からもたらされる。
（p266）
・ 驚くほどのレベルの知識がシリコンバレーで働くすべての人にオープンになってい
る。（p30）
・ 多くの人が企業から企業へと渡り歩き比較的たやすく仕事を変えていく。…このよう
に全てが混じりあった結果、他の人が何をやろうとしてるのかを知らないでいるのは
44　法政大学キャリアデザイン学部紀要第15号
ほぼ不可能である。（p32）
・ 他社で同じような仕事をする人々を結びつけている…このネットワークは実践の共同
体と…無料ネットワークに属する人々は直接一緒に仕事をするわけでは無いが、ネッ
トワークの実践を共有している。（pp.41〜42）
・ ほとんどの起業家は他のどの起業家よりも真剣で情熱的で革命的だと考えている。彼
らは世界を変えようとする人々であり自分のビジョンも多くの人に伝えている。
（pp.63〜64）
・ シリコンバレーの産業集積は公式・非公式のネットワークを足場とし…才能・技術そ
して資力の共有から恩恵を受けて成長する。（p69）
　…競合し補完しあい相互依存する会社や産業の集まり…。（p67）
・ シリコンバレーにおける革新や技術はビジネスに限られているわけではなく、経済や
コミュニティの問題に挑戦するための新しい仕組みがつくりあげられてきた。（p77）
・ どこにも存在しなかったレベルの革新、リスクテイクそして企業への情熱の成果であ
ると思う。（p82）
・ 熱狂、熱中と言うものが機能する、非常に、非常に重要な要素…シリコンバレーでの
私の人生において、信じられないことを信じるということで、かなりうまくいった。
（p113）
・ 企業の外の人々の才能を活用する方法を工夫してきた。…ビジネスモデルがオープン
であり流動的である。…勝者は新たなビジネス手法を絶えず発明している。（p115）
・ 収穫逓増をもたらすネットワーク効果は、非線形あるいは指数的な規模の優位性を作
り出す。（p120）
・ …臨時使用に耐えることがある。…情報技術、マーケティング、内部監査、購買、そ
して販売といった機能さえも外注…経営者は事業の成功だけに集中できる…賃貸
CFO、臨時CEOも存在する。（p128）
・ 起業家は…範囲の人たちとアイデアを共有する。将来競争相手になる人も含まれる。
知識を共有し…ビジョンを磨き、…一匹狼ではない。（p135）
・ シリコンバレーにおいて縁とは一つの生き方であり、情熱は周りに理解され、支持さ
れていると言うことである。（p136）
・ 非常に流動的で、才能の中心のシリコンバレーの労働環境では、リーダーは自らのビ
ジョンを説得できないと人材を確保、維持できない。（p144）
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・ 会社の支配で事業を支配できない…事業の成否は市場を支配するか否か。（p146）
・ 格式張らない経営スタイルは…変動が激しい産業でグローバル競争にさらされる事業
に向いている。（p148）
・ 全員が…旺盛な起業家精神で向かっている…成功する可能性が高いと自ら信じる会社
に対しては「足で投票する」極端に流動性の高い働き手である。（p150）
・ 外部委託者はパートナーである。…厚い信頼が必要で…完全に依存するからである。
（p153）
・ 多くのシリコンバレーの企業家は…博物館、学校、大学、病院、その他の地域組織、
環境団体等の役員…自ら率先してプロジェクトをリード、…自ら出かけ率先して行動
し…情熱と勢いそしてビジョンを持ち込む。（p173）
・ 私はシリコンバレーの起業家である最大の利点の一つは地域社会に寄与できることだ
と感じている。（p174）
・ シリコンバレーは…組織や制度の境界線を迅速かつ頻繁に引き直し構成員を入れ替え
自らを再構築してきた。（下巻、以下 下と略、p29）
・ エンジニアは同じ作業の中で企業から企業へ渡り歩いているだけではない。技術の中
心の企業からベンチャーキャピタル、あるいは、大学の研究所でなどと、異なる産業
や社会分野でも移動する。（下p30）
・ 高密度の社会的ネットワークと開放的な労働市場が…激しく競争しているが、同時に
非公式な交流、共同プロジェクト、研究会や大学との共通の絆などを通じて市場や技
術の変化について情報を得ている。（下p33）
・ 約50の研究所が提供している大学とコミュニティとのつながりは、重要なものの１つ
である。これらは大学と産業界に、緊密な交流を…シリコンバレーのやり方を学びた
いと思っている海外の企業が、ときには不可解な文化への適用を助ける…研究所は大
学からの金銭的な支援は受けず協賛企業を募ることによって自ら資金を集めている。
（下p45）
・ 今の勤務先に残るのであれ仕事を変えるのであれ、個々労働者の決断こそが…地域の
…効率の良い方法だ。（下p47）
・ ベンチャーキャピタリストの存在が全国ひいては世界中から起業家を引き寄せた。
（下p49）
・ これほど多くの企業が創業者を共有していると言う事は驚くべきことであり、またこ
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れは、これらの企業がいかに密接につながっているかの証左で…密度の高いネット
ワークは、情報の重要な伝達ルートを提供し…助言、噂話、他の企業の紹介…。（下
p57）
・ 大企業は小企業を競争によって潰そうとするわけではなく、むしろこれらと複雑に入
り込んだ関係を保って、その関係が未だ十分に解明されていない活力の源泉となって
いる。（下p67）
・ 中国人とインド人のエンジニアは、この地域で数百もの技術系ベンチャー…この地域
のために仕事や輸出・富を生み出し…グローバル経済への統合を加速…経済の活力に
重要な貢献をしている。（下p95）
・ 専門的なサービスインフラには…密集….様々な専門企業がフラクタル状のマイクロ
クラスターを形成している。（下pp.100〜101）
・ スポーツ選手がいる限りコーチが必要なのと同様に、スタートアップ企業がある限
り、成長過程における困難を切り抜ける助けとなるベンチャーキャピタルのような…
投資家が必要とされる。（下p135）
・ 歴史的にベンチャーキャピタルは、職業と言うよりむしろクラブ…参加する全ての人
はお互いを知っている。（下p146）
・ 入り口に様々な原料を投入するとアップルやシスコのような企業が出口から出てくる
…むしろ会社を育てる一つの生態系と捉え…肥沃な土壌と温暖な気候なくしては何も
咲かない。（エコノミスト）（下p165）
・ 企業家が求める良き弁護士の役割はコーチでありメンターであり教師である。（下
p189）
・ この環境で成功するということはネットワーク化された企業というコンセプトを受け
入れてきたということ。（下p177）
・ シリコンバレーで生活し働くことは新たな信仰に鞍替えすること…こうしたシリコン
バレーの信仰に帰依することと同時にすべての宗教に深く帰依もしくは無信仰でいる
ことは、等しく起こり得る。（下pp.209〜210）
・ 単に技術の壁だけではなく、会計や法律の壁も新たに破壊している。（下p128）
・ シリコンバレーは、無料コンサルティングの宝庫、それが世の中を動かしている。無
料の助言が、ビジネスから恋愛、健康から金銭に至るまで、我々の生活すべての領域
において当たり前となつている…ありあまるほどの専門的知識が世代から世代へと受
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け継がれ、そしてそれが昼食や夕食の問にも自由に取り交わされる、たぐい稀な場所
である。自分たちの知識や経験を革新的な起業家に引き継ぐ…それは伝統。成功企業
家は個人的…再投資するだけでなく、自らの経験や知識をも再投資している。（下
p251）
・ 起業家精神や革新は、このコミュニティにおいて受け継がれているもの。…革新の世
代へと受け継がれ…オープンな知識の構造が活気ある社会の核心…ネットワークの築
き方を知っている者にとって知識は無料なのである。（下p252）
・ 新しい交友関係が、経験の共有化を通じて形成された。…友人が経験を通じて獲得し
てきた知識を交換…電話…バーで…友人から助言を受けることはたやすいこと…。
（下p258）
・ ラリーは生気にあふれた共同社会の一部であるという感覚を持ち合わせていることで
ある。その共同体の維持は我々すべての勝利である。…無報酬で顧客のみならず彼の
ネットワークの人々に与え…ラリーは有名「弁護士」だが、ビジネス・アドバイザー
としての役割がまず初めにくる。同様に、ベンチャーキャピタリスト、大学教授、引
退した重役、弁護士、会計士、マスコミ、そして顕著な経験や技能を持った人々が、
指導や、ネツトワークへのアクセス、助言などを提供する。…人間関係という大きな
価値のために行っている。（下p262）
・ シリコンバレーの歴史はネットワーキングの歴史だった。それは電子的なネットワー
キングのことではない。コミュニティの構成員一人一人のかかわりあいを高めるとい
う意味での相互性（ネットワーキング）のことである。（cultivating　Smart Valley 
p5レジス・マッケナ）
２、『社会変革する地域市民』（Civic‌Revolutionaries）
　既述ダグ・ヘントン他二名のコンサルタントがJV: SVNの経験を踏まえ、全
米で起こった地域のチャレンジの事例を紹介しつつ、地域再生についてまとめ
た書である。地域に内在する問題を六つの相克（個とコミュニティ、信頼と説
明責任、経済と社会、個と場所、現状維持と変革、理想と現実）として認識
し、解決の仕方について彼らのシリコンバレーの経験を踏まえ、様々な事例も
踏まえながら分析している。ここでも地域社会を複雑系として認識し議論が展
開されているように見える。複雑系的な見方が随所に表現されているので以下
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に示したい。なお、リーダーであるダグ・ヘントンはこの本を書く前にオック
スフォード大学に飛び、学び直している。彼はアングロサクソンの米国での歴
史を強く意識し建国時代のアメリカとの比較という構図の中で議論を進めてい
る。
・ どんな偉業も自由が正しく保たれることに勝るものはない。（p40）
・ 我々は終わることのない社会実験に参加する責務があり、それは決して完成せず、な
お実験室にあること…。（p41）
・ 二つの価値のバランスをとり、それぞれの属性を理解して、ポジティブな面を維持強
化させるような関係を見極める能力。全体としてより多くの便益となるようなダイナ
ミックな組み合わせゼロサムでなく、…プラスサム…。（p43）
・ 倫理的生活を送ることは、我々がひたすら社会をつくるために働くことである。
（p45）
・ 人生は熟考・意志決定・行動の繰り返しだ。（p56）
・  （この「くに」は）…多様でダイナミックで複雑な国家を管理するために、合衆国憲
法をつくった。「憲法は、フィードバックにより複雑に適応を繰り返すシステムが埋
め込まれた文書である」…簡潔なルールに基づき…、絶え間ない変化と改善の必要性
を認識し、オープンな社会の枠組みを提供。（p65）
・ 互いを思いやることのない利害の複雑化は…コモンズの悲劇につながる。…これを解
決するためには、関係者の情報共有と自己組織化が必要で…責任の共有を基盤にした
相互関係のネットワークである。ネットワークを機能させる鍵は、情報の共有であ
り、責任（個人責任とグループの責任の両方）の共有である。（p70）
・ 共通目的を定義し、公共の利益を発展させる適正な手段を創造することは…現実的な
課題で…新しい種類の責任のネットワークが必要なのでは…我々は、市民をみずから
のコミュニティやコミュニティの枠を越えた活動に再び関与・従事させるようなネッ
トワークをつくる必要がある。（p70）
・ 必要なのは新しい組織ではなく新しい舞台である。個々の先進的活動を集団の行動へ
と変換していくためには、設計や実行の段階で広く共有され適用されるネットワー
ク、キャンペーン、プロジェクトといった新しい舞台が必要となる。…複雑な利害関
係をネットワーク化した。新しい舞台は組織そのものではなく、既存組織やその支持
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者が自然に抱く敵対心を抑えるのに役立つ。これらは直ちに変化を起こし、効果的に
計画されていれば比較的短期間で従来のアプローチにとって代わることができる。
（p96）
・ これらの新しい舞台に共通しているのは、階層構造と市場原理の間のどこかで機能し
ているネットワークモデルで…複雑な問題解決環境におけるネットワークの理論…。
階層構造、市場原理、ネットワークのアプローチは、それぞれ異なる条件のもとで最
も効果的に作用する。（p96）
・ 市民が要求しない限り何事も起こらない。一本一本の糸があるからこそ、社会の編み
直しができる。そのためには、何百万人もの人々が関わる必要がある。我々の強さ
は、武力（ボンブ）にあるのではなく、絆（ボンド）にある。（p109）
・ イノベーションとは社会的なプロセスである。一人の人間もしくはひとつの企業がア
イデアをつくり、それを市場に送りだすことはまずあり得ない。そうではなく、イノ
ベーションは、クリエイティブなチームが互いに顔を合わせてコミュニケーションを
行い、そのダイナミックかつ協働的なプロセスの場において、異なる役割を負った多
様な人々を巻き込んでいくものだからである。クリエイティブな仕事とは、ルーチン
ワークとは異なり、人と人との相互作用によるため、人と人との物理的な近さを必要
とする。イノベーションとは単純なプロセスではなく、試行錯誤から学びとる能動的
なプロセスなのである。組織の壁を越えて多くの人々が結びつき、相互の関係が近い
ほど、そこから学びとる効果が高まることでイノベーションのプロセスが加速され
る。このような現象が実際の現場で起きているのである。（p185）
・ 社会維持に重要なものは、長期的な目標と価値である。目標と価値は進化…社会がそ
れを吸収してしまうことも…目標と価値は…大きな役割を果たす。目標と価値がある
から、風向きによって社会があちこちへと振り回されずにすむ。（p220）
・ リーダーシップを発揮すること…身の危険に晒すこと。…習慣や道具、忠誠心や考え
方など人々が大切にしているものの見直しを迫る。（p263）
・ リーダーシップは、権限を越えて行動することを意味…人々は反発し、あらゆる手段
を使って創造的かつ思いもよらないやり方で抵抗する。（p264）
・ 複雑な状況下では、小さな変化が大きな成果を生みだす。…「ティッピング・ポイン
ト」のグラッドウェルは社会活動、流行、思想のはやりなど小さな動きがティッピン
グ・ポイントを経て、大きな変革へとつながっていくという…「オタク」または狂信
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的な支持者がプロセスを開始「コネクター」とともに活動…結局、コミュニティのほ
ぼ全員が巻き込まれる。…過度な理想主義や現実主義を避けること…この両極端の間
をうまくナビゲート…コミュニティに弾性を与え、課題に対処して前進しつづける力
を得てきたのである。（p268）
・ 問題は絆とは何であるか、自由とは何であるかということである。ここでいう絆と
は、価値の共有、コミュニティ意識、企てへの懸念、アイデンティティ意識、帰属意
識、奉仕の機会など、身命を賭す絆である。そして、自由とは、意義を唱える自由、
個人としての自由、個人の成長と自己実現の自由であり、コミュニティ貢献のスタイ
ルややり方を自ら選択するという自由である。
・ 多様な人々が、異質なものを持ち、交換という営為を繰り返しながら暮らしている。
　もう一つ、JV:SVNの人々がまとめたSilicon Valley Wayというコミュニティのあり方
につての文献からいくつか紹介する。
・ 地域に恩返し（giving back）という考え方が根付いている。
・ コミュニティの投資家として、地域の変革を指向し、　成果を生み出すために、自ら
プロジェクトに積極的に関与する。
・ 投資をするときは、迎合的ではなく、その人の強い確固とした独立した決断に基づい
て行う。
・ 戦略的でベンチャー的なフィランソロピーに焦点が集まっている。これは若い人たち
に特に当てはまる。彼らは寄付においても極めて結果重視である。
・ 戦略的なフィランソロピーは、企業家的努力と同じである。分析的で創造的な思考を
必要とし問題解決型のオリエンテーションを伴います。人はいつも結果を期待するも
のです。
Ⅴ．考察（その３）ハビタット資本主義の措定
　ICT革命が加速化する中、様々な人々が様々に絡まる中で、それぞれがダイ
ナミックな人生を展開している。シリコンバレー社会は、個人と個人、個人と
組織、そして透過性の高い組織と組織が、それぞれが相互に影響しあいなが
ら、壮大なプロジェクトを仕上げている。
　単純な政策論、単純な産業組織論、単純な社会学や単純なネットワーク論だ
けでは全体を描き切れない。ここでは、複雑系的な見方でシリコンバレー社会
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を図６に沿って説明してみたい。
図６　シリコンバレー社会
１． シリコンバレー社会は、外に開かれており、その因子の出と入りが自由、
生と死（新陳代謝）が自然に行われる「系」である。
２． この社会の因子である人々のエネルギー値は高く、多くの因子と接触す
る。各因子はみずから手を伸ばし他者と繋がろうとする強い習性をもつ。
３． その因子は人間的なつながりに重心を置き、人間としての生を謳歌しなが
ら、会話などを通して情報を無償（贈与的交換）で交換・交流・交差させ
る。その情報は「系」の中の因子の自主的で活発な動きの中で自動的に攪
拌される。因子は職場・人種・地域・趣味のコミュニティなど多種・多
様・多元・多層の複雑なネットワークを形成している。
４． それらの情報の多くは雑音であるが、夥しい交換・交流・交差を繰り返す
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中で時に火花の如くアイデアがひらめく。ひらめきは市場的交換モードに
移行され、プロジェクト化し洗練され加速化する。そのとき、収益性や事
業拡大の可能性の高いものと社会ミッション性の高いものに峻別される。
事業性の高いものは、企業体として試され確率論の世界に送り込まれる。
社会ミッション性の高いものはシリコンバレー特有のフィランソロピー
モードに入り事業経験を積んだ企業家の関与の下、NotForProfitのプロ
ジェクトとして多くの人を巻き込みながら進められる。
　　 　ポイントは、この贈与的交換モードと市場的交換モードが接し一体とな
るとき関係者がエコシステムとして、とりわけビジネスモードのときは、
けたたましく駆動することである。単なるひらめきがコンサルタント、エ
ンジェル、VC、会計士、弁護士などの人々のネットワークに絡まりエネ
ルギー値を高め研磨される。政府の介在はなく、市場交換という人類が生
み出した非意図的な協力の構図の中で神の見えざる手により成長が助長さ
れる。一方、NPOの方は、シリコンバレー特有のベンチャー ・フランソ
ロピーとして、地域問題に関心の高い人々のエコシステムが駆動し組織化
される。NPOのボードには人生経験の長い地域の有力者が参画する。４
W：地域に影響力があって（wallop）知恵があって（wisdom）寄付する
余力もあって（wealth）自ら汗を流せる（work）人と相場も決まってい
る。このようにして当該プロジェクトは地域のプロジェクトとして進行し
ていくのである。
　　 　シリコンバレー社会の人々にとっての投資（investment）とは、未来に
賭けることであり、とりもなおさず若い人に賭けるという意味と同義語で
ある。メンター文化とはこういうことなのだろう。しかも、彼らの目は世
界を見つめている。世界の課題を時代の技術を動員して解決しようとする
のである。動態的な複雑系を生きる超前向きな人々の面目躍如なのであ
る。
５． 情報は因子によって運ばれるが、組織の透過性が高いため自由度が高く流
通・伝播する。それらはNDA（秘密契約）のない世界で競争と協力が両
輪となって付加価値を高めるのである。
６． なお、この人間的社会を巡る贈与的交換と市場的交換については、社会学
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者見田宗介の交響圏とルール圏（図７）の説明がわかりやすい。人々はこ
の両極の間を自然体で自主的な判断で自由に動く因子であり、強い個は
ルール圏で緊張感をもって仕事をし、その疲れは交響圏で癒すことができ
る。アメリカ人のいうプライバシーの世界が活力の回復に一役買うのであ
る。独立・自立した人間としての自由な生活とルールに従いながらゲーム
を楽しむ世界を巧みに使い分けているのである。
図７　交響圏とルール圏
７． 因子は自分のベクトル（生きがい、ミッション）の方向性と一致する組織
を選び取ることが可能で、そして、そのベクトルは社会全体のベクトルの
方向性とも一致する。苦労することもあるが、ひたすら努力し切磋琢磨
（競争）すれば、楽しくエクサイティングな世界となっていくのである。
競争が神への説明責任となるのであれば、あまり余計なことを考える必要
もなく、分かりやすい社会だといってもよいのかもしれない。それは米国
で暮らしたことがある生活実感とあっている。
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８． キャリア論的には、自分のキャリアは自分で主体的に選び取るサブジェク
ティブキャリアが基本にあり、それが人間としての善行と深く結びつい
て、彼らのインセンティブやエネルギーの源泉となっている。本能といっ
てもよいのかもしれない。
　　 　キャリア論的には、自立した個が手を伸ばして自由に人々との関係性を
もつ。お上や誰かに頼るのではなく、権力に安心を求めるのではないので
ある。世の中が求めている、世の中に役にたつ仕事を自ら希求する姿勢を
みんなが持っている。キャリア研究ハンドブック（Handbook of Career 
Studies）にある情報化時代のキャリアであるインテリジェントキャリア
がぴったりする。
　　 　さらに、キャリア論的には、動的な世界に生きることを強く意識した、
計画的偶発性の世界を、彼らはリスクを楽しみながら生きている。この世
界を生きる因子は興味・持続性・柔軟性・楽観性・しかるべくリスクをと
るというマインドセットを持つことが慣習化しているのである。
９． これらの因子の活動を担保するのが、イギリスに発するアングロサクソン
が歴史の中で紡ぎだしたゲームのルールだ。このルールはシリコンバレー
で開花している。それは、群れることを嫌い自由でカジュアルでオープン
なシリコンバレーの文化の中で、人々が人生を生きがいをもって過ごすた
めのものである。ゲームのルールとは言いえて妙である。そしてそれは、
ソーシャルモードとビジネスモードに分かれる。
　　 　なお、ビジネスモードについては、Silicon Valley Edgeには有利な環境
フレームワークとして次の九つの要素が指摘されている。①有価証券、土
地関連法規②知的財産の保護③企業の形態、企業統治、特に透明性④起業
家および投資家の税制⑤会計制度⑥会社倒産関連法規⑦移民政策（移民が
世界的なリンクを作る）⑧研究開発⑨産学の連携（ミラーp iii）の通りで
ある。
10． そして、ゲームのルールを支える三つの制度的仕組みを彼らは持ってい
る。それらは、シリコンバレー社会の屋台骨ともいえる。しかもそれら
は、日本にはないがゆえに看過できないのである。
　　 　一つがコモンローという漸進的新陳代謝システムである。判例主義であ
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り、情報の公開性であり、司法の優位性である。これらは、社会は自らが
変えられるという人々のコンセンサスにつながるものだ。二つが自由企業
制度を支えるエクイティ文化である。借り入れという（上下の）人間関係
を誘発するものではなく、投資という未来への挑戦を伴に企てる前向きな
ビジネス文化である。制度的には、イタリアに発したアカウンティングの
考え方を基本に、商売上手なアングロサクソンの編み出した会社法の世
界、つまり有限責任制、借入と投資の峻別、委任とアカウンタビリティ、
そして人間に対する信頼性を形にした忠実義務、善管義務、経営判断の原
則などがあり、それらを日夜監督の目にさらし厳罰主義による正義の実践
のもとで機能させている。三つ目が個を支えるセラピー文化である。強い
個を維持する（心の調子を整える）ための診療が心理学を修めた専門家に
よって担われている。保険が適用されるカウンセリング制度として確立し
ている。そして、癒しの場としてのプライバシー重視の思想、生活様式が
定着している。生身の人間の心の疲れは心を許す人間関係の中で癒され
る。そのための空間が確保されているのである。
11． さらに、「系」の底辺には、行動の原動力となる精神基盤がある。利潤動
機とも相まって、各自の想いがそこから噴出するのではないか。それは共
通善に向かうための精神基盤であり倫理であり神に対する誓い・節度であ
る。それは、いわゆる宗教ではない。市民宗教・公共宗教とでもいうべき
ものに止揚された人々に共通する信念・FAITH・信仰とでもいうべきも
のである。底辺からまっすぐ上に伸び共通善をつくりあげているようにみ
えるのである。経営的にも、build to last（日本語訳はビジョナリーカンパ
ニー）、excellent company、そして、CSR（Corporate Social Responsibility）、
CSV（Creat ing Shared Value）、ESG（Environment ,  Soc ia l , 
Governance）、SOGs（Sustainable Development Goals）などの言葉を想
起させる。
12．ハビタット資本主義（habitat capitalism - as a society -）
　　 　シリコンバレーの人々に芽生える善い社会を渇望する前向きなものの考
え方は、技術革新の波の中で研磨され、凄まじい渦となって回転してい
る。それはあたかも複雑系にいうカオスの縁を演出しているようにみえ
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る。彼らの目指すものは、ゼロトゥワン、つまり無から有を生み出す発想
で社会の課題に向き合い革新的に変えることである。だからこそ、彼らの
提示した革新やイノベーションは、大きなマグニチュードを持って世界を
巻き込んでしまうのである。大国中国を始めとするアジアの意気に燃える
自主自立の元気な若者は、その魅力に引き寄せられる。彼らは、アメリカ
ンドリームに心酔し、英語をこなし、アングロ文化を巧みに演じ分け、こ
の地の人になっていく。と同時に一部は招聘され母国に戻る。そしてシリ
コンバレー社会のネットワークの一部を形成し、母国共々成長路線を走る
のである。
　　 　自由でカジュアルでオープンな独特の文化を醸成し、ニューエコノミー
を率先し、いち早く収穫逓増の世界を実現させた。シェアリングエコノ
ミーという発想に対しても新しい経済システムとして自分たちの土俵に試
乗させている。ここにいる人々は、今を生きている資本主義社会に新しい
文化を植え付けようとする。対立や抗争を飲み込み、相対峙するコンフリ
クトにも果敢にチャレンジして妥協点を見つけるにやぶさかでない。その
ときは、それこそが民主主義だと言わんばかりに時間と労力を費やす。こ
のような夥しい数の人間的な接触を繰り返しているエネルギッシュな人々
だ。彼らはプライバシーという安息所をもち、カウンセリングという出入
り自由な駆け込み寺をもっている。彼らの自由な生き方は新しいライフス
タイルや新しい働き方を提示している。シリコンバレー社会は既に新しい
資本主義の形に進化しているのではないか。ハビタット（生息地）、いみ
じくも彼らが表明したこの言葉に因んでハビタット資本主義と称したい。
　　 　ハビタット資本主義は、個人主義と共同体主義、リバタリアンとコミュ
ニタリアン、共和党的考え方と民主党的考え方、さらに言い換えると互酬
的人間関係に基づく贈与的交換という営為と市場交換という合理的営為、
この対立する二者が絶妙に分離・融合しながら止揚され、進化し続けるシ
ステムと定義したい。そのシステムは外にオープンでうちには自由な活動
が担保される。活動因子である人間や情報は常に攪拌されている。そして
その底辺にはそのエネルギーの源泉たる欧米人の精神史が生み出した仕掛
けが鎮座しているのである。
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Ⅵ．‌日本社会へのインプリケーション（日本社会の脱皮のヒントはあるか。日
本人の「居場所」（place）はどこなのかを考える）
　明治維新後150年。欧米近代という時代に乗り出したものの、日本社会の基
盤は衰退・劣化し、来るべき社会像を的確に描けず、手詰まり感の中で閉塞し
ている。少なくとも若人に何を託そうとしているのかが明確に見えてこない。
シリコンバレーの極度の繁栄ぶりに、そして中国の想像を絶する巨大さとその
スピードに、また人々の荒らしさに、指くわえて傍観するのみである。森嶋の
いうように、「日本は行き詰っている」のではなかろうか。シリコンバレー社
会にとって行き詰った日本（ジャパン）は、文字通りパッシング（素通り）・
ナッシングの存在と化しているのではないか。彼らの行き先が中国・その他の
アジア諸国に急速にシフトし始めていると聞く。この失われた約30年間、日本
でも様々な試みが実行された。ベンチャー支援制度やベンチャーファイナンス
制度、会計システム、会社法も新たに制定され会社ガバナンス改革など外形は
充実した。しかし、それらの改革は日本人の魂に火をつけ、日本の組織を動か
すことはできなかった。
　日本近代の根源的な個の問題に戻らないといけない。どのような人々の集団
に我が国はなろうとしているのかという問題である。いくつか気が付いた点を
列挙する。
１　複雑系のプラットフォームをつくり、日本人の秩序感を変える
　ⅰ　 個の時代適応力、社会での行動力（自ら他者に対しての手を伸ばす力）
を伸ばす。
　ⅱ　 「くに」を含め組織は補完性原理に立ち戻り、分権や権限移譲を旨とす
る。
　ⅲ　 協働性と私的所有権意識（自分のものは自分のもの）を強め、少なくと
も上納意識（シカタガナイ意識、官尊民卑）を払拭する。
２　贈与的交換（交響圏）モードと市場的交換モードの理解と峻別
　ⅰ　贈与的交換（交響圏）モードの重視・豊潤化・増幅・拡大
　ⅱ　 革新・イノベーションを求めて、贈与的交換（交響圏）モードと市場的
交換モードとの意図的交差・接触を試みる。
　ⅲ　 経済の活性のためにグローバル・ナショナル・ローカルの三市場に区分
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して、それぞれの交差・接触の使い分け・努力を行う。
　ⅳ　 複雑系のマインドに変える。自主的な受け身でないフレンドシップ（自
主的ネットワーク力）、アントレプレナーシップ（経済的合理性、採算
マインド、事業化意欲、マネタイズ意識）、そしてシティズンシップ
（人間としての関係性意識、感性への配慮、当事者意識、参加/役割分担
意識）である。行動を躊躇する日本人にとってはこれらは行動の原理と
すべきであろう。
　ⅴ　個の成長−近代の個をめざす。孤独な個を回避する。
３　ネットワーク社会を創れ、そして「居場所」（place）を探せ（図８参照）。
　ⅰ　 みづから手を伸ばしてつながることを旨とし、依頼心を払拭する。組織
を離れた時の孤立/孤独とならない手立てを、それぞれが前もって考え
る。
　ⅱ　 個の力でみづからがネットワークの結節点となる。それが自己組織化で
ある。
　ⅲ　 個はシマ宇宙に閉じこめられるのではなく、個は孤独であるがゆえに手
を伸ばして大きな「系」の中でのネットワークを模索する。
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図８　「居場所」（place）を求めて
　　　　　　　　（ネットワーク社会の個と組織社会の個）
　ⅳ　 言わずもがなであるが、自由のないガンジガラメのムラ社会は最悪であ
る。
４　自分にとっての分厚い贈与的交換の世界（交響圏）をつくれ
　ⅰ　交響圏としてのプライバシーの確保・重視
　ⅱ　地域コミュニティなど様々な市場的交換でない世界を増やせ。
５ 　善・共通善・公共善といった概念を普及させよう。この価値観の欠落が、
ICT、環境、第三世界ビジネスにおいて日本が周回遅れとなった決定的要因
だ。共通善に基づいたネットワーク的価値創造の視点が、いまだ個人も組織
にもみられない。由々しい事態とも言える。
　ⅰ　 生き方、生きがいなど様々な善を目指すベクトルがあるが、自分のベク
トルや組織ベクトルなどを確認・明確化する。
　ⅱ　 自分のベクトルと同じベクトルの組織に属す努力をする。そのような組
織をつくることも重要である。
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　ⅲ　 最終的には、地域コミュニティのベクトルの方向性を議論し、みんなで
共有する。それが、多様性を担保しつつ、自分たちの生き方の方向性、
組織の方向性を調整・共有することにつながる。
Ⅶ．おわりに
　アングロ・サクソンを中心とした西欧の人々の一部が欧米社会が生み出した
近代という時代背景の中で、理想郷を創ろうとして米国に辿り着くことにな
る。そしてそこでアメリカという国を創った。シリコンバレー社会は建国者た
ちの意思を受け継ぎ、新たに、改めて西海岸で、理想郷の理念を磨き結晶化し
たところではないか。輝きに満ちエクサイティングなのである。それは、人間
として、寛容性をもち、生きとし生けるものの矜持を持ち、常に未来を、世界
のために見つめる革新性があるからではないか。同地は、すでに多文化共生社
会を実践し、持続可能社会を推し進め、そしてあまたのプロジェクトを社会課
題解決のために先駆的に走らせている。ベンチャーやNPOの如何を問わず彼
らはイノベーティブな精神構造を持っているのである。彼らにとって投資とは
人類の未来に賭けることであり、若い人に賭けることである。もちろんそこに
は世界の粋をあつめた科学技術も結集するのである。
　彼らは、個人主義を貫徹するリバタリアンでありながら、コミュニティで
は、組織の壁もなく、自由でオープンでカジュアルを旨とするコミュニタリア
ンである。NDA（秘密保持契約）は結ばない。「競争」と「協働」が共存する
不思議なところだ。
　西欧文化はアメリカに着地し、主としてイギリスを発祥とするゲームのルー
ルを確立した。それらを支えるのは、日本にはない慣習・判例法の土台（民主
主義と法の支配）と、人々の未来に賭ける投資という営為に価値を置くエクイ
ティ文化、そしてアメーバのように激しく動き回るがゆえに、時にめげそうに
なる強い個を励まし続けるセラピー文化である。メンター文化はこのような中
で発達したのであろう。それが人間関係に独特の温かみを与えている。
　この世界（「系」）は、複雑系というものの見方で捉え直すと、分かりやす
い。多様性・新陳代謝、情報の交流・交差・共有とそのスピード（相互関与
性・適応性）、激しい流れは混沌として見えるが、あちこちで渦巻きを発生さ
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せる。さながら複雑系理論の「カオスの縁」という、動態的均衡（自己組織
化・自生的秩序）である。
　ここでの人生は、（神の負託を受けて）ひたすら上昇志向にある個を磨き、
ひたすら自由な競争（切磋琢磨）を繰り返せば、生きがいのある所に収まる仕
掛けができているように見える。自分のベクトル（やりたいこと）の方向性が
決まれば、自由で流動性の高い就業構造の中に吸収される。夥しい数の個のベ
クトルは、多種多様多彩なプロジェクトを推進する夥しい数の企業のベクトル
と遭遇し接合するのである。そしてこれらのベクトルはみな上を向いている。
そしてそれらは、心の奥底にある共通善を希求する人間の本源的で尽きないエ
ネルギーと結びついていて、最後の審判という終着駅にまで続くのである。正
義は一つ、人間社会は人間が中心だ。決して組織ではない。日本に比べれば、
彼らの世界はシンプルだ。真っすぐ上を向いて生きればよい。手を伸ばせば
「居場所」（place）が確保される。
　この30年間の日本の凋落は凄まじい。一人当たり所得、生産性、若者の仕事
に対する情熱など、ことごとく世界の先進諸国の後塵を拝してしまった。もの
によっては途上国にも劣る。
　シリコンバレーの人々はホフステッドによるこころのOSでみると現代の日
本人のステレオタイプとは真逆の特徴をもっている（小門2017b）。とくに、
集団主義vs個人主義、リスク意識の感度において顕著である。
　日本の近代化について謙虚に振り返る必要があるのではないか。かつて超優
秀といわれた日本人という人々についても、その心の歴史を、その教育の歴史
を振り返る必要があるのではないか。シリコンバレー社会はイノベーションに
満ち世界をリードする繁栄の地である。社会実験を先駆的に繰り返す欧米近代
の究極の地と言い換えてもよい。彼の地をベンチマークすることは日本社会の
役に立つのではないか。
　日本人という人々は時代時代でさまざまな心の態様をみせる。時に惨たらし
く殺しあう自力救済の世界を展開すると思うと、律儀で大人しい人種に変身す
る。日本の近代という時代が今の私たちをつくった。高々維新後150年である。
今という時代は、心の革新、進化が求められる時代なのではないか。謙虚に、
人間が人間らしく生きるための空間について真剣に考えるべきときだと思う。
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今の生きづらさを演出しているのは、この複雑な社会や人間関係下での過度な
人々への思い遣りや気配りではないか。人はもっと自由であってもよい、もつ
と単純にシンプルに生きてもよいのではないか。自由に生き、ひたすら努力し
切磋琢磨すれば、そこには自生的に秩序は生まれる。精一杯生きた証としての
彼らの人生は最後の審判を受けるに十分なアカウンタビリティ（説明責任）を
果たすのである。
　くどいが、集団主義の達人となった日本人には、もつと気楽に生きて欲しい
のである。同質社会日本だからこそ実現できる、過度な気配り、忖度、過度な
平等意識を実践することは、いたずらに、生活の質を落とし生産性を下げるだ
けではないのか。
　本論文は、日本人と日本社会を見直すという視点から考察を重ねた。かなり
大胆な仮説を設定して推論を進めた。第一に、シリコンバレー社会がコミュニ
ケーション数無限大の集合体と仮設し、次いで、多様で、入りと出の自由度の
無限大で、アメーバのように激しく動き回る人々を前提とした。そして、彼ら
が個人としては交響圏（限りなき人間的な世界）とルール圏を行き来する人々
とし、同時に個人は自立しプロテスタントの精神を背負っているとした。社会
貢献意識や共通善意識が高い人々と仮設した（キャリア論でいうコーリング意
識であり、ヒアリングでもそれは確認した）。さらに、シリコンバレー近郊に
住んだ高名なる社会学者ロバート・ベラーが指摘するように、また直近のGE
がシリコンバレーに設立したGEデジタル社の事例に見られる如く、彼らには
社会の基底に流れる精神基盤、社会倫理、あるいは市民宗教とでも呼ぶべきも
のが構築されているとした（文献およびヒアリングで確認）。加えて、イノ
ベーションの発火点が贈与的交換と市場的交換の接触・ 接合と推論した。こ
れらの仮設や確認事項はより具体的に精緻に実証したいところである。
　また、先行研究とした二つの文献は2000年前後のシリコンバレー社会をベー
スに書かれており、その後のICT革命の加速化後の世界は気にかかる。
Ⅷ．最後に（教員生活を振り返って）
　私の研究生活はこれで一区切りをつけることになる。
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　ネット革命の黎明期にシリコンバレーにいた幸運から二冊の本を著すことに
なり、考えてもみなかつた教員の途を歩むことになった。浅学非才の私が紛い
なりにも約20年間の研究生活を全うできたのは、本当に多くの方々のお陰であ
る。
　法政大学総長であられた清成忠男先生との偶然の出会いとその後の展開は劇
的であった。私の大学への途が開かれた。先生の存在なくしては今の私はな
く、その恩に報いるため、さらなる精進を覚悟するところである。そして同大
学の政策創造学科の岡本義行教授、キャリアデザイン学部の笹川孝一教授、児
美川孝一郎教授、そして、朝日監査法人アーサーアンダーセンの理事長であら
れた森田松太郎先生にも諸事お世話になった。三菱電機アメリカの会長であら
れた木内孝大先輩には、アメリカ人としての生活を考えさせられた。ロサン
ジェルスで日本人コミュニティのリーダーであつた北岡和義・若尾龍彦両先輩
には多くの友人を紹介していただいた。とりわけ北岡和義さんには書籍出版の
デビューのお膳立てをいただいた。
　米国西海岸は銀行の仕事という意味では未踏未知の大地であつた。米国西海
岸で悪戦苦闘した同士小松俊昭君には、公私にわたり大変お世話になった。気
配り配慮の数々には感謝の言葉が見つからない。同じく仕事で励まし続けてく
れた現地アシスタントのキャサリン・ワクテルさんとリーン・ナカヤマさんに
も、人間としてのつきあいの重要性を教えられた。感謝を込めて改めて尊敬の
意を表したい。また後任の谷川徹前九州大学教授からは引き続きシリコンバ
レーでのご縁でお世話になっている。感謝したい。
　当時のロサンジェルスは、日本製品の不買運動、嫌悪すべき国第三位の汚名
などバッシングの最中。そのような中で自分の仕事そっちのけで助けてくれた
方々、日米協会の若き会長スティーブ氏・クレモンス氏、アーバイン市に住む
企業人デビッド・イーグル氏、アメリカという国の襞を教えてくれた弁護士の
マイク・バウワ氏、養女養子を受け入れ愛情あふれる家庭生活をされている親
日家元ペンタゴンの要人ジェイムズ・アウア氏、最后の最后の最后まで講演謝
金を受けとってくれなかったマイク・サープ記者など、彼らの親切さや彼らの
寛容さは尋常でなかった。ただただ頭が下がる思いで一杯である。
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　無礼な民日本人に恨み骨髄だと切って捨てた防衛産業の役員、仕事では対立
した官僚。しかし個人としての付き合いは別で、極めて大人、寛容、フレンド
リーであった。マスコミに利用され真珠湾50周年のテレビニュースにも出てし
まった。州銀行局の通達で金融界出入り禁止措置を受けたこともあった。すべ
からく明快でわかりやすい世界での出来事であった。これらの刺激的な日々を
含め米国では人間としての生活を謳歌させてもらったような気がしている。
　軍隊が出動する暴動があり山火事あり大地震までとおまけがついたが、どこ
に行っても自由と楽しさを担保してくれる（低廉な）生活環境を創り出す人々
の叡智に感激する日々であった。
　最後になってしまったが、ウィリアム・ミラー名誉教授を始めとする大学関
係者、アプライドマテリアル社をはじめとするハイテク企業経営者、数多くの
ベンチャー経営者、ベンチャーキャピタリストの方々の善意には恐縮した。彼
らは分刻みのスケジュールだ。忙しいのにも拘わらず時間をつくってくれた。
中に入ってアレンジをしてくれた秘書の方々のプロとしての能力に驚かされる
とともに、その人間性に感嘆した。もちろん、ベンチャー経営者には多くの台
湾、インド、韓国出身のアジアの方もいた。皆さんには筆舌には尽くせない刺
激とエネルギーそして感動をいただいた。
　そして、その極め付きは、シリコンバレー社会のど真中にいて、私の論文の
材料を何度か提供してくれた既述のセス・フェアリ氏だ。本稿についても最後
の最後までお付き合いいただいた。そして、アブストラクトに対しても次のよ
うなコメントを寄せてくれた。
I particularly like this paragraph：
　Silicon Valley society has seemingly become unique in the world as well as among 
regions in the United States. They have established a system of private sector-oriented 
sustainable governance. The region is socially innovative as well as industrially and 
technologically innovative. And it is ecologically sound.
　"private sector-oriented sustainable governance" is a good concept.  I agree with you. 
The commitment of the private sector to the well-being of the overall community is 
remarkable.  I believe we owe a lot of that to the values and leadership of Fred Terman 
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and David Packard.  When I think back to how much money was spent by Silicon Valley 
businesses to wire all the schools for the Internet and give them computers, it is hard to 
believe that it really happened.  It was a golden age.
　Good luck…to let me know how it was received by Japanese businesses and society.
　彼は、いつも不義理ばかりの私に、果てしない無償の贈与を与えてくれた。
感謝の極みである。彼は日米開戦の逼迫した状況下最後まで反戦を画策してい
た外交官のご子息であり、ヒューレット・パッカードの社長秘書であり、退職
後は平和部隊に入り世界のために献身している偉大なアングロ・サクソンであ
る。アメリカは私を間違いなく変えた。アメリカ万歳だ！
　帰国後その感動を綴って二冊の本を上梓した。その一節を再度、初心に立ち
戻り紹介して終わりにしたい。
　米国はあり余る広大な国土のなかで自然を克服して、常に豊かで質の高い生活を求め
て都市を形成してきた。価値観も宗教も違う多種多様な民族が自由と民主主義を共通の
アイデンティティとしてコミュニティをつくってきた。そのアメリカが、物質文明が進
展するなかで民主主義の礎であるコミュニティが失われつつあるという反省にたって、
そして将来に立ちはだかる資源の有限性や地球環境の維持という壁に気がついて、新し
い町づくりを始めている。アメリカは豊かである。生活の質は極めて高い。（『サステイ
ナブル・コミュニティ』冒頭1995年学芸出版）
　豊かで安全で美しい国土に夢を取り戻したいと思った。エスカレーター人生ではな
く、立ち止まれば幾多の選択肢への乗り換えが可能な社会がアメリカにある。大企業に
入る。また大学に戻る。また会社に入る。あるいはベンチャーを起こす。彼らはいきい
きしている。カリフォルニアのベンチャーの創業者、ベンチャーを支える人たちの生き
方に興味を覚えた。彼らの成功物語は必ずしも正しく伝わっていないように思う。彼ら
を中心にアメリカで感じたことを伝えることは、今の時代に意味のあることではないか
と思い筆を執った。（『エンジェルネットワーク』終わりにの一節 1996 中央公論新社）
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ABSTRACT
Emergence of Habitat Capitalism
(as a society)
―Reviewing Silicon Valley Society using 
Complexity and Career Theory： 
Suggestions for reforming  Japanese 
society and creating people’s place there―
Hiroyuki KOKADO
　This paper presents a new type of capitalist society; Habitat Capitalism. 
The discovery of this new system is based on my observations and 
participatory experiences in the Silicon Valley region as a person with a 
Japanese cultural background,  and on a review of several previous studies 
on this region such as “Silicon Valley Edge”, “Lessons”, “Grassroots Leaders 
for a New Economy”, “Civic Revolutionaries” and etc... Using complexity 
theory, I begin by examining the cultural and religious origins of the United 
States to analyze the culture of the people of Silicon Valley today.
　Silicon Valley society has seemingly become unique in the world as well as 
among regions in the United States. They have established a system of 
private sector-oriented sustainable governance. The region is socially 
innovative as well as industrially and technologically innovative. And it is 
ecologically sound.
　This new type of capitalist society is characterized by several factors.  For 
example, (i) openness of society, (ii) activeness and connectedness of 
independent people, (iii) infinitely large number of information exchanges 
through conversations in the shape of more altruistic information exchange 
(human side of relationship) and less self-interested information exchange 
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(rational side of relationship), (iv) a spark or a flash created by contact 
between two sides of an exchange, turning out to be a viable business idea, (v) 
a vigorous project-creating-ecosystem to pursue the  idea (a business type 
and a social mission-oriented type), (vi) public values that lead them to pursue 
the common good as a basic source of energy, and (vii) rules of the game that 
are based on a common law-based legal system, equity-attentive culture, and 
a strong individual culture that are quite different from Japanese culture and 
traditions.
　They can find and choose the best place for the realization of their 
respective missions in life because of the easy availability and variety of 
mission-oriented companies and community-based organizations, and because 
of the ease of people’s mobility. Workers can have many career paths, 
including boundaryless career, intelligent career, revolving-door career, 
giving-back career and Krumboltz’s five attributes, all of which come from 
their subjective career mind-set.
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